
社会福祉法人持子福祉会 持子保育園 平成 29 年度 事業計画 

 

 

1.保育所の運営 

（1） 神戸市西区持子 3 丁目 114 番地 

（2） 定員        90 名 （2 号 53 名、3 号 37 名） 

（3） 職員定数      13 名 

 

2. 保育理念 
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● 元気いっぱいで・・心身ともに健康、たくましく強いからだ 

  

● 心やさしく・・・・豊かな感性を培う、やさしい心 

  

● 約束の守れる子・・じぶん・家族・社会を大切にする 

  

3. 保育方針 

● 心身ともに健全な子どもを育成する。 

健康と安全を基本とし、落ち着いた生活を過すことができる環境を用意し、家庭、地域と

の協力の下、心身ともに健全な子どもを育成する。 

 

● 豊かな感性を培う保育をする。 

 子どもが音楽などの様々な体験や活動を通して集中力、創造力、表現力を高め、豊かな感性  

 を培う保育をする。 

 

● 土に親しみ自然とのふれあいを大切した保育をする。 

 四季の移り変わりを肌で感じ取れるように土や自然との触れ合いを大切にした保育をする。 

 

 

 

 

 

 

 



4.  （1）保育時間    

 開園時間   7：00～18：00 

 保育標準時間 7：00～18：00 

 保育短時間  9：00～17：00 

 延長保育時間 18：00～19：00 

 

（2）保育の内容 

  園長と保育士が協議し、各年齢に応じた年間計画案や月案、週案を作成し実施する。 

 

（3）保育担当者 

  担当保育士を定め、園長は総括的な指揮をとるところとする。調理担当は別に定める。 

 

（4）児童の処遇 

ア クラス編成 

クラス名 年齢 保育士数 園児数 備 考 

さくらぐみ 
０歳 2 6 

正 4・ア 2・パ 1 
１歳 2 19 

ももぐみ ２歳 3 19 正 3 

すみれぐみ ３歳 2 17 正 1・パ 1 

きくぐみ ４歳 1 22 正 1 

うめぐみ ５歳 2 22 正 1・パ 1 

フリー保育士 1  副主任 

合  計 15 103  

 

イ 月別保育予定日数 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月  

合  計 

289 日 

25 23 24 25 26 24 

10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

25 24 21 23 23 26 

 

ウ 健康管理 

   健康診断 

乳児・幼児  年２回 

歯科検診  年１回 全児（５歳児については年２回） 

耳鼻科検診 年１回 ４,５歳児対象 

眼科検診  年１回 ４,５歳児対象 



フッ素洗口 週２回 ４,５歳児希望者のみ 

蟯虫卵検査 年 1 回 全児 

尿検査   年１回 全児 

    

主な行事予定   

４月 入園式 

        ５月 こいのぼりあげ、かしわ餅づくり、個別懇談 0～3 歳児 

        ６月 個別懇談 4～5 歳児 

        ７月 なつまつり・お泊り保育 

        ８月 地蔵盆 

        ９月 運動会 

       １０月 園外保育（神出小束野芋ほり）幼児音体フェスティバル 

       １１月 菊見（きくぐみ・うめぐみ） 

       １２月 マラソン開始・クリスマス・音楽会 

        １月 よいこの集い、お正月あそび 

        ２月 節分おに遊び、生活発表会 

        ３月 おわかれ遠足・修了記念パーティー、卒園式 

        月例行事 誕生日会、身体測定、クッキング保育 

             和太鼓指導（５月より月１回）、ピアノ保育（週１回） 

             体育指導（週 1 回）、英会話指導（月２回） 

オ 栄養管理 

集団給食施設栄養報告  年 2 回 

栄養素の質、量のバランスを考え献立表を作成 

季節の素材を積極的に取り入れ、嗜好に富んだ献立を作成 

給食供給者としての諸管理 

 

カ 安全管理 

交通安全教室 

消防署より実地指導 

非常災害時の避難訓練及び消火訓練 年 12 回 

 

（5）職員の処遇 

ア 職員構成 

     園    長       １名 

     主 任 保 育 士       １名 

     副主任保育士       1 名 

     保  育  士           13 名（内パート 4 名） 



     栄 養 士       3 名（内パート 1 名） 

     看  護  師       ０名 

     嘱  託  医       ２名（非常勤） 

     常勤的非常勤       3 名（内常勤的非常勤 3 名） 

     パート（事務）      1 名        

 

イ 健康管理 

健康診断  年 1 回 

細菌検査  年 15 回 

給食、０歳児調乳担当のみ毎月１回 

 

 

ウ 職員会議 

     行事会議、給食会議 毎月 1 回 

     委員会活動・会議（運営会議・第三者評価委員会・保育研究委員会・研修、広報               

              委員会 月 1～2 回・事故予防委員会年 2 回） 

     リーダー会    月 1 回 

     ケース会議    月 1 回 

     0～2、3～5 保育会議（必要にあわせ開催） 

 

エ 退職・福利厚生 

○福祉医療機構退職共済制度加入 

○神戸市社会福祉協議会退職共済制度加入 

    ○労務災害保険 

    ○神戸市勤労者共済加入 

    ○ソウェルクラブ加入 

    

  オ 研修計画 

    園内：体験保育・施設見学・新任研修・保育研修・危機管理研修（全職員対象） 

    園外：行政研修・連盟研修・市社協研修（適宜参加） 

 

3 施設管理 

（１）事務関係 

  ア 会計事務、管理事務 

 

  イ 児童処遇事務（保育、給食、健康管理） 

 



（２）設備関係工事予定 

 

① 修繕工事予定 

   

 

 （３）備品関係  

  ア 備品等購入予定 

       

  イ 保育用品購入予定 

 

  ウ 給食用品購入予定 

     

  エ 固定資産物品購入予定 

      

 

（４）災害対策 

  ア 避難訓練 

     毎月１回 

 

  イ 防災設備の点検委託 

     年 2 回（内、届け出１回） 

 

4 地域社会との連携 

    なつまつりの開催・園庭開放・高齢者デイサービスへ慰問（ウェルフェアグランデ、 

    ほほえみの家）ほっとかへんネットへの参加 

 

5 業務プロセスの視点 

 教育・保育指針の理解と保育課程の見直しを実施する。 

 認定子ども園への移行準備 

 特色ある保育（和太鼓・英語・体育・農家体験）の実施 

 業務マニュアルの作成と周知、事故報告書の分析を基に安全管理基準を設定、園内の

危機シグナルを共有 

 平成 29 年度第三者評価受審に向け、年度内にプレで第三者評価を実施。 

 人事考課においては職員面談を 7 月～実施し、面接シートを作成する。 

 新卒・途中採用・無資格者の雇用について 3 名採用を目標とし、採用計画、福利厚生

（家賃助成増額又は、勤続年数により変動型、引っ越し費用の半額負担などを券とす

る。 



 福利厚生としては時間別児童数を調査し、休憩時間の調査、年間休日増加を目指す。 

 

6 顧客の視点 

 アンケート調査を実施し、日常保育・特定保育の見直しを行う。 

 ホームページの見直し（案）の検討・更新を行う。 

 情報公開・発信については法人及び求人用パンフレットの作成。内容の検討を行う。 

 

7 学習と成長の視点 

 組織の見直しを図るため、委員会活動の内容の充実と職員の配置の見直しを検討する。

また、事故予防委員会の設置。危機管理ついてマニュアルを作成する。 

 合同での研修会及び体験保育を実施し、他園との交流を図る。 

 

8 財務の視点 

 太陽光発電保守メンテナンス調査し、収益事業の保全を図る。 

 経費のバランスを調査し、削減する。 


